
A氏の思いに寄り添って

ぺあれんとの看取りの取り組み

ぺあれんと 楓ユニット・看取り委員会





A氏と娘、甥夫婦（KP）の思い

職員の思い

⇩

ぺあれんとでの看取りの取り組み



事例紹介

対象：A氏 女性 100歳代 要介護度 4

日常生活自立度 C1

認知症日常生活自立度 Ⅲa

病名：慢性心不全 HDSR=14点

趣味：詩吟 性格：遠慮深い

娘：80歳代 統合失調症（内服薬継続治療中）

大腿骨骨折既往 要介護１ HDSR=18点

キーパーソン：甥ご夫婦



「病院でなくぺあれんとで静かに最期を

迎えたいこのまま自然に」

本人の思い・・・

母娘で心身状態が維持できて
穏やかな生活が送れるような施設を探していた



家族の思い・・・

娘・・・

母がいつまでも元気で傍にいて欲しい母のお世話をしたい

甥夫婦・・・

延命処置は希望しない

娘は、ちゃんと覚悟をしている様だ

１００歳を超え、急に亡くなってもおかしくない状態は理解している

苦痛の無いように本人の意向に沿ってやりたい

認知症すすんでいる娘と過ごす時間を大切にしてやってほしい



職員の思い・・・

いままで看取り体制への不安があった

A氏や家族の思いをしっかり受け止められた

A氏のこれまでの人生の最期に

関わらさせて頂きたい



A氏の看取りの取り組み

１、A氏らしさを反映させたケアの実践

２、ADL低下し食事量が低下してきた頃よりの取り組み

３、A氏の看取りの振り返り



Ａ氏らしさを反映したケア

１、長年馴染んだ習慣や好みを、生活に取り入れる

・趣味の詩吟教室に母娘で参加

・好みの音楽「ふるさと」など童謡を職員と一緒に歌う

・お話がお好き・・・アメリカで生まれ育った頃の事、

娘の幼少時代、戦争

新聞やニュースの批評など 会話を楽しむ

・アロママッサージ

・娘と一緒の時間を少しでも過ごせるよう母娘同室に



２、Ａ氏の生活のペースに合わせたケア
・お好きな物をお好きな時間にお好きなだけ「食べたい」を大切に

１口でも食べて頂く。

アイスクリーム、チョコレートの（香り）が大好き

・ご希望時、トイレでの排泄

・体調にあわせた入浴、口腔ケア・保湿、ポジショニング

⇓

ケアプラン・２４時間シートに

A氏、娘、KPの「思い」を組み込む

⇓

多職種での情報共有

苦痛の緩和 思いに沿ったケアの提供



・日々の状況に合わせ本人家族、多職種のカンファレンスの開催

（意向、当施設で行える医療、急変時の対応等の再確認）

・A氏の看取りの急変時対応マニュアル作成

⇩
A氏に関わる全員で情報共有

繰り返し意向確認、意識統一 ➡KPへの支援



娘、 職員の 見守る中

静かに

息をひきとられました

最期の時・・・





⇩

⇩



看取りの振り返り

通夜、葬儀でのご様子、ご家族からのお言葉

職員個々での振り返りを含めユニット会議で検討

⇩

職員の死生観

やりがい、自信

⇩





娘様のお話されるときは表情も明るく嬉
しそうに

「娘は足も速いし、歌もうまかった」
ご本人が生まれたアメリカのお話

「ディックミネさんは夫の友人で自宅
によく遊びにこられていた」
そのほか、戦争のお話など



A氏から

「よく食べてよく笑ってひとの悪口

を言わず、おしゃべりをたくさん

することが健康の秘訣」

娘様へ受け継がれている・・・

逝く人へのケア＝今を生きる人へのケア





A氏から

「よく食べてよく笑ってひとの悪口

を言わず、おしゃべりをたくさん

することが健康の秘訣」

娘様へ受け継がれている・・・

逝く人へのケア＝今を生きる人へのケア
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